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▲生徒が寸劇で事例紹介（城崎中学校）

し
く
学
び
ま
し
た
。

ト
ル
、
避
難
所
用
ウ
レ
タ
ン

マ
ッ
ト
、
お
む
つ
、
生
理
用
品
、

歯
ブ
ラ
シ
セ
ッ
ト
、
歯
磨
き
粉
、

ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ご
み

袋
、
割
り
ば
し
、
ラ
ッ
プ
な
ど

 

【
人
的
支
援
】
避
難
所
運
営
支
援
、

緊
急
消
防
援
助
隊
、
家
屋
被
害

認
定
士
の
派
遣

 

【
そ
の
他
】
義
援
金
や
市
営
住
宅

へ
の
被
災
者
の
受
け
入
れ
募
集

■
今
後
の
支
援

　

県（
関
西
広
域
連
合
）の
支
援
と

連
携
し
、
人
的
支
援（
市
職
員
な

ど
の
派
遣
）を
重
点
に
、
益
城
町

に
対
し
て

支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　

4
月
14
日
以
降
、
連
続
し
て
発

生
し
て
い
る「
平
成
28
年
熊
本
地

震
」に
対
し
、
迅
速
な
被
災
地
支

援
を
行
う
た
め
、
熊
本
地
震
豊
岡

市
災
害
対
策
支
援
本
部
会
議
を
開

催
し
、
市
独
自
の
支
援
対
策
な
ど

を
進
め
て
き
ま
し
た（
5
月
16
日

現
在
2
回
開
催
）。

　

ま
た
、
消
防
本
部
で
は
、
4
月

16
日
か
ら
22
日
ま
で
、
緊
急
消
防

援
助
隊
と
し
て
、
熊
本
県
益ま

し

城き

町ま
ち

な
ど
で
捜
索
活
動
な
ど
に
従
事
し

ま
し
た
。

■
5
月
16
日
現
在
の
支
援
の
状
況

 

【
支
援
先
】
熊
本
県
菊
池
市
･
大お

お

津づ

町ま
ち

･
益
城
町

 

【
物
的
支
援
】
飲
料
水
ペ
ッ
ト
ボ

〜
必
要
な
支
援
を
い
ち
早
く
。い
の
ち
へ
の
共
感
〜

 

平
成
28
年
熊
本
地
震
の
被
災
地
へ
の
支
援

〜
突
然
の
自
然
災
害
に
備
え
る
〜

市
内
に
海
抜
表
示
板
･
津
波
避
難
場
所
誘
導
表
示
板
を
設
置

〜
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
〜

全
中
学
校
で「
く
ら
し
の
安
全
安
心
講
座
」開
催

　

海
面
か
ら
の
高
さ
を
記
し
た
表

示
板
を
、
主
要
な
避
難
場
所（
68

カ
所
）と
、
41
本
あ
る
浸
水
実
績

（
平
成
16
年
台
風
23
号
）標
柱
に
追

加
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
津
波
発
生
時
、
港
地
区

と
竹
野
地
区
の
沿
岸
部
の
観
光
客

ら
が
、
指
定
避
難
場
所
に
避
難
で

き
る
よ
う
、
電
柱
に
津
波
避
難
場

所
誘
導
表
示
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

自
然
災
害
へ
の
備
え
を
充
実
さ
せ

ま
す
。

　

４
月
28
日
か
ら
、
豊
岡
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が
、
市

内
の
全
中
学
校
で「
く
ら
し
の
安

全
安
心
講
座
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
で
は
、
中
学
生
が
、

消
費
生
活
や
消
費
者
被
害
の
知
識

を
深
め
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
た
と
き
の
適
切
な
対
処
方
法
を

学
ん
で
い
ま
す
。

　

城
崎
中
学
校
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
紹
介
で
、

生
徒
が
寸
劇
を
行
い
、
分
か
り
や

す
い
ト
ラ
ブ
ル
の
対
処
方
法
を
楽

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
4
月
】

13
日
・
豊
岡
市
基
本
構
想
審
議
会

（
5
月
10
日
）

　
　
・
ウ
ィ
ッ
ト
マ
ン
中
学
校
国
際

交
流
体
験
学
習
使
節
団
来

訪（
〜
18
日
）

16
日
・
被
災
地
に
緊
急
消
防
援
助

隊
派
遣（
〜
20
日
・
18
〜

22
日
）

17
日
・
被
災
地
に
物
資
輸
送
隊
出

発（
20
･
22
日
）

20
日
・
春
季
市
政
懇
談
会（
竹
野
、

25
日
・
日
高
、
26
日
・
城

崎
、
27
日
・
出
石
、
5
月

10
日
・
豊
岡
、
13
日
・
但

東
）

・
熊
本
地
震
豊
岡
市
災
害
対

策
支
援
本
部
会
議（
25
日
）

27
日
・
被
災
者
の
市
営
住
宅
受
け

入
れ
募
集

【
5
月
】

6
日
・
被
災
地
の
家
屋
被
害
調
査

に
職
員
派
遣（
〜
14
日
）

11
日
・
水
道
ま
つ
り

13
日
・「
東
北
大
学 

未
来
の
暮
ら

し
方
を
育
む
泉
の
創
造　

豊
岡
研
究
室
」開
所
式

▲緊急消防援助隊（消防本部）の
捜索活動（４月17日）

▲支援物資を届けるため本庁舎を出発する車
両（４月17日）

▲津波避難場所誘導
表示板

▲海抜表示板を追加した
本庁舎前の標柱
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
、
娘

が
1
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
娘
の

娘
を
連
れ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

肩
車
を
し
、
ぶ
ん
ぶ
ん
飛
行
機

で
部
屋
の
中
を
飛
び
回
り
、
ご
飯

を
口
の
中
に
入
れ
、
頭
か
ら
ジ
ャ

バ
っ
と
お
湯
を
か
け
て
洗
髪
す
る

な
ど
、
ぼ
く
は
生
き
物
係
で
し
た
。

か
い
あ
っ
て
、
2
人
の
間
に
良

好
な
関
係
が
生
ま
れ
、
娘
の
娘

が
泣
き
始
め
て
も
、
ぼ
く
が「
カ

ラ
ス
」の
歌
を
歌
い
始
め
る
と
ぴ

た
っ
と
泣
き
止
む
、
と
い
う
神
技

を
披
露
で
き
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。昔

読
ん
だ
本
に
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
プ
レ
ー
す
る
2
人
の
選
手
は
、

ボ
ー
ル
を
打
ち
合
っ
て
い
る
限
り

コ
ー
ト
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
い

の
と
同
様
に
、
原
子
核
を
構
成
す

る
陽
子
と
中
性
子
は
πパ
イ

中
間
子
を

互
い
に
や
り
と
り
す
る
こ
と
で
結

び
付
い
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
な

こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
π

中
間
子
は
、
湯
川
秀
樹
博
士
が
そ

の
存
在
を
予
言
し
、
ノ
ー
ベ
ル
賞

を
受
賞
さ
れ
た
粒
子
で
す
。

な
る
ほ
ど
。
原
子
核
の
世
界
で

も
何
か
の
や
り
取
り
を
続
け
る
こ

と
で
関
係
が
維
持
さ
れ
る
の
か
。

滞
在
中
、
娘
が
豊
岡
在
住
の
友

人
た
ち
と
ラ
ン
チ
で
会
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
が
、
ほ
と
ん
ど
皆
、

乳
幼
児
連
れ
で
す
。
い
つ
泣
き
叫

ぶ
か
も
し
れ
な
い
子
ど
も
連
れ
を

受
け
入
れ
て
く
れ
る
店
が
ど
こ
に

あ
る
の
か
。
以
前
あ
る
レ
ス
ト
ラ

ン
を
予
約
し
よ
う
と
し
た
ら
、
泣

か
な
い
と
約
束
し
て
い
た
だ
け
る

な
ら
O
K
と
い
う
話
で
し
た
。
他

の
客
の
こ
と
を
考
え
る
と
当
然
の

対
応
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
。
全

て
、
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
泣
き
声

O
K
の
部
屋
が
あ
る
店
が
あ
れ
ば

い
い
な
、
と
思
い
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
も
そ
う
で
す
。
豊

岡
で
一
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た「
お

ん
ぷ
の
祭
典
」で
は
、
子
ど
も
の

泣
き
声
、
騒
ぎ
声
O
K
の
コ
ン

サ
ー
ト
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

飛
行
機
や
列
車
に
乗
っ
て
も
、

い
つ
泣
き
叫
ぶ
か
と
両
親
が
肩
身

の
狭
い
思
い
で
い
る
、
と
い
う
話

を
聞
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

穏
や
か
な
や
り
取
り
を
遮
断
さ

れ
て
親
た
ち
が
立
ち
す
く
む
。
で

は
な
く
て
、
子
ど
も
た
ち
に
ほ
ほ

笑
み
を
。
人
々
が
子
ど
も
た
ち
に

ほ
ほ
笑
み
か
け
る
ま
ち
。
そ
れ
っ

て
、
素
敵
だ
と
思
う
の
で
す
が
。

子
ど
も
た
ち
に
ほ
ほ
笑
み
を 103

証
実
験
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、さ
ら
に
多
く
の
市
民
や

企
業
が
参
画
し
、豊
岡
型
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
創
出
基
盤
を
構
築

す
る
た
め
、豊
岡
稽
古
堂
に
古
川

研
究
室
の
分
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

大
学
職
員
や
学
生
は
常
駐
し
ま
せ

ん
が
、こ
の
研
究
室
で
、年
6
回
の

古
川
准
教
授
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
開
催
や
、市
と
企
業
な
ど
が
連

携
し
、豊
岡
の
新
し
い
暮
ら
し
方

を
研
究
し
ま
す
。

　

本
市
で
は
、平
成
25
年
度
か
ら

東
北
大
学
名
誉
教
授
の
石
田
秀
輝

さ
ん
、同
大
学
院
環
境
科
学
研
究

科
准
教
授
の
古
川
柳り
ゅ
う
ぞ
う蔵
さ
ん
と
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
共
同

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

研
究
で
は「
自
然
に
抱
か
れ
た

豊
岡
の
新
し
い
暮
ら
し
方
」の
普

及
に
向
け
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講

演
会
、石
田
名
誉
教
授
に
よ
る
小

学
校
で
の
出
前
授
業
、雪
を
利
用

し
て
食
材
を
保
存
す
る
雪ゆ
き

室む
ろ

の
実

　

4
月
24
日
、
日
本
･
モ
ン
ゴ
ル

民
族
博
物
館
で
、
開
館
20
周
年
記

念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

日
本
･
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館

は
、
モ
ン
ゴ
ル
国
の
文
化
を
日
本

に
広
く
伝
え
る
た
め
に
、
平
成
8

年
11
月
に
開
館
し
、
モ
ン
ゴ
ル
近

代
絵
画
や
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
、
5
千
点
以
上
を
収

蔵
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
開
館
20
周
年
を
迎
え
る

に
当
た
り
、
馬
頭
琴
の
演
奏
で

数
々
の
国
際
的
な
賞
を
受
賞
し
て

〜
喉の

ど

歌う
た（
ホ
ー
ミ
ー
）や
馬ば

頭と
う

琴き
ん

で
モ
ン
ゴ
ル
の
伝
統
音
楽
の
演
奏
会
〜

日
本
･
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館
20
周
年
記
念「
嵯
峨
治
彦
コ
ン
サ
ー
ト
」開
催

〜
自
然
に
抱
か
れ
た
豊
岡
の
新
し
い
暮
ら
し
方
の
創
出
に
向
け
て
〜

「
東
北
大
学 

未
来
の
暮
ら
し
方
を
育
む
泉
の
創
造 

豊
岡
研
究
室
」設
置

い
る
嵯
峨
治
彦
さ
ん
を
迎
え
て
、

馬
頭
琴
･
喉
歌
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル

の
伝
統
音
楽
な
ど
が
演
奏
さ
れ
た

他
、
嵯
峨
さ
ん
夫
婦
の
ユ
ニ
ッ
ト

「
野の

花か

南な
ん

」に
よ
る
馬
頭
琴
の
演
奏

に
合
わ
せ
た「
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
」

の
朗
読
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
館
で
は
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
ス
タ
ー
ト
に
、
来
年
春
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
開
催
し

ま
す
。

▲開所式で看板を披露（左から古川准教授、書
家の木積凛穂さん、中貝市長）

▲嵯峨さん（左）の演奏に合わせ「スーホの白い馬」
の朗読


